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LIXILの中核となる事業 豊かで快適な住まいを創造する製品やサービス

LIXILは2011年に5つの会社統合した企業です。

売上収益1兆4,826億円、世界150カ国以上で約55,000人の従業員を擁する

グローバル企業であり、毎日10億人以上の人びとに製品をご愛用いただいています。

LIXILについて

2011年
統合
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LIXILの性能改善リフォーム

性能を改善する製品は、

断熱商材をはじめ、節水水栓や屋根、外壁材まで幅広く取り扱いしています。
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LIXILは高性能断熱住宅の実績があります。

2,160

LIXILには、スーパーウォール工法で培った技術力があります。
まるごと断熱リフォームは、この技術力を活かし、住宅を高性能化させ

そして施工面についてもサポート差し上げます。

LIXILは1995年から新築高性能住宅工法の販売を開始し

54,500棟を超える実績があります。
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本日のテーマ

空き家の建物価値を高める事で、どのような利活用が可能になるのか

断熱をテーマに進めていきます。

古い空家を・・・

①そのまま置いておく

固定資産税が掛かり
メリットは無い・・・

②リフォームして利活用する

A:賃貸物件として利活用する。
B:ご子息様が住替える。
C:オーナー様が住替える。

③売却する

古いまま売る

リフォームして
売る

断熱をテーマとした
建物価値とは

①寒さ暑さを和らげ、快適に生活できる家
②光熱費を抑えられる家
③健康に過ごせる家

建物価値を上げる「LIXILの断熱リフォーム」をご紹介します。
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LIXILの断熱リフォーム

LIXILは3つの断熱改修ゾーンをご提案します。ご予算に合わせて選択いただけます。
どの改修ゾーンもカバー工法(壊さずに)で対応いただけることが特長です。

まず初めに国が推し進めている施策についてご案内します。
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地域区分について

寒い地域

暖かい地域

当セミナーでは「地域区分」という言葉が出てきます。
地域ごとの気候差を考慮して定められたのが「地域区分」で、エリアに合った断熱基準を設定。
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国の動き ～重要施策であるGX基本方針～

GXの実現に向けた政府全体の動向と国土交通省の取組について ～ 住宅・建築物 ～

カーボンニュートラル実現には
家庭部門のCO2削減が必須

断熱改修により省エネ、快適、
健康及び環境に寄与

国の重要施策であるGX基本方針に、2030年までの省エネリフォームの拡大や断熱窓導入の
集中投資が明記されている。GX投資に今後10年間で約14兆円を実施。

現在の省エネ基準に満たない
既存住宅は約90％

GX：グリーントランスフォーメーション

省エネ性能が低い既存住宅の省エネ改修に必要な投資を実施。
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※既存ストック住宅数：約6200万戸

日本の住宅の現状

◆各年代別に建てられた住宅の光熱費比較

断熱基準 1980年以前 1980年基準 1992年基準 現行基準 高性能住宅

推定光熱費
418,770

円/年
164,280

円/年
158,280

円/年
142,270

円/年
130,130

円/年

※120.08㎡のモデルプランで試算。6地域。LIXIL省エネ住宅SIMで試算。

日本の住宅のほとんどが現状の省エネ基準に満たない状況です。
過去に建てられた住宅は光熱費が多く掛かります。
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2024年4月1日より、「建築物の販売・賃貸時の省エネ性能表示制度」が施行

分譲住宅や賃貸住宅の省エネ性能表示が始まります。
「努力義務」としてスタートしますが、近い将来に「賃貸は光熱費で選ぶ時代」になります。
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築年数が浅いなど、家の断熱性能がある程度高い空き家を賃貸する、または住替える時。

築年数が古く、賃貸として貸し出す住宅、または住替えるが全ての部屋を使わない時。

家全体の断熱改修を行い、オーナー様やご子息が住替える時。

先進的窓リノベ2024
次世代省エネ建材の実証支援事業

内張り断熱 外張り断熱

断熱リフォームに対応する大型補助金

最大200万円
戸建:最大200万円
集合:最大125万円

最大300万円
※1~4地域は最大400万円

持ち家 賃貸住宅

補助
対象
となる
建物

戸建て
集合
住宅

戸建て
集合
住宅

〇 〇 〇 〇

専用住宅であること。
法人所有は不可。

法人所有も対象。
但し役員、社員の居
住は不可。

持ち家 賃貸

補助
対象
となる
建物

戸建て
集合
住宅

戸建て
集合
住宅

〇 ✕ ✕ ✕

専用住宅であること。
法人所有は不可。

―

1
2 3

1

2

3

持ち家 賃貸

補助
対象
となる
建物

戸建て
集合
住宅

戸建て
集合
住宅

〇 〇 〇 〇

住宅であること。空家、別荘も利用可能。
法人所有も可。

と について、住替えや売却する場合、補助金期間内に工事完了し、工事完了までに新たな所有者の
住民票や登記事項証明書の写しの提出が可能であれば利用可能。

2 3
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LIXILの断熱リフォーム

対応構造 木造・RC造 木造・RC造 木造

改修方法 窓だけ改修 室内側から施工 室外側から施工

補助金 窓リノベ2024 次世代省エネ建材の実証支援事業

最大補助額 200万円
戸建住宅:200万円
集合住宅:125万円

300万円
※1~4地域は400万円

3つのゾーンの商品のご紹介をさせていただきます。
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LIXILの「まど断熱」

施工費と補助額を概算でシミュレーションできます。
QRコードをスマホで読み取っていただきご利用ください。

壁を壊さない改修と今ある窓にもう１窓取付ける改修があります。



14

LIXILのひとへや断熱/ワンフロア断熱

既存壁

既存床

※断熱地域区分4地域以南での販売となります。

真空断熱材を採用していることが特長です。
室内側から壁を壊さず施工します。短期間で工事が終了するのもメリットです。
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空き家をリフォームする時の課題

極力壊さずにリフォームする。使えるものは残してリフォーム。
高い断熱性能で、光熱費のUPを抑えます。
断熱リフォームで光熱費を下げる家になれば、借り手もつきます。

資材高騰

新築価格の高騰

解体費高騰

アスベスト廃棄料UP

光熱費高騰

電気・ガス単価UP

空家率増加

賃貸の競争激化

空家率
14.0%

課題

空き家をリフォームする時の課題がいくつかあります。
LIXILまるごと断熱リフォームはこれらを解決します。

もろもろ逆風がありますが、国の後押しがあります･･･だからまるごと断熱リフォームで利活用!
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まるごと断熱リフォームについて

壁断熱

トップレベルの断熱性を誇る、

硬質ウレタンフォームを使用
断熱リフォームパネル

天井断熱

住まいながらの断熱改修を可能にする
GWブローイング

床断熱

床下の断熱改修に最適な
吹付けウレタンフォーム。

IBEC

優良断熱施工

システム

認定工法

IBEC

優良断熱施工

システム

認定工法

45㎜と60㎜の
2種類用意

内窓インプラス取替窓リプラス

換気

計画換気システム

高性能住宅に欠かせない計画換気
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まるごと断熱リフォームすると夏も冬も快適に過ごせます

高断熱リフォームは、優れた性能をもつ断熱材により、壁・天井・床をしっかり覆い、
高断熱の窓や玄関ドアに交換することで、冬は暖かく、夏は涼しく過ごすことができます。
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まるごと断熱リフォームで得られる快適、安心、健康

高断熱リフォームで、足元の寒さ解消、ヒートショックのリスク低減。
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医療費と暖冷房費の削減額は、30年で98万円となりました。

断熱性能がアップすると健康面でもメリットがあります。

近畿大学と共同で、住宅内温熱環境と居住者の健康に関する研究論文を発表
窓断熱改修による医療費削減額と暖冷房費削減額への効果を検証

近畿大学
生物理工学部
人間環境デザイン工学科
藤田浩司准教授・博士（工学）
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3つの改修方法をご用意

外壁重ね張り スケルトンリフォーム
既存の外装材を壊さない 既存の外装・内装材を撤去する

外壁張替え
既存の外装材を撤去する

（ベーパーバリアがきちんと施工されている住宅の場合は、外壁張替えリフォームにも対応できます。）

※北海道はスケルトンリフォームのみ対応

お客様のニーズと予算に応じて、極力壊さずに断熱リフォームできる３つの改修方法
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お住まい診断をご用意しています。

３つの診断で、既存住宅の
見えない部分の不安を解消！

断熱性能を診断 耐震性能を診断劣化状態を診断

①建物状況調査
国が定めた検査基準による調査。

長期優良化リフォーム必須条件。

②床下・小屋裏調査
建物状況調査では見ない、
床下・小屋裏に潜っての調査。

①断熱診断・改修提案
JJJ断熱診断による調査。

改修提案書を提供。

②断熱工事 事前調査
点検口の有無や進入スペース
の確認。

①耐震現場調査
耐震診断する上で必要な筋交い

や金物の有無、劣化状態を確認。

②耐震診断・改修提案
現場調査結果に基づいた診断。
耐震診断結果報告書を提供。

リフォームする前や売却する前に、家の性能や劣化状況を把握しておきましょう。
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体感施設「住まいSTUDIO」

住宅の断熱性能の違いによる

冬の室内温度の感じ方、

夏の強烈な日差しの対処法などを体感

大阪

コロナ禍における対応として､

｢住まいStudio｣ オンラインツアーを実施中！

ご自宅でリラックスしながら、

PC・スマホから「住まいStudio」をバーチャル体験

東京

https://youtu.be/H4DeNtRfre8

※Youtube公開のみ（限定公開）

断熱効果を体感いただける施設をご用意しています。

https://youtu.be/H4DeNtRfre8
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断熱改修し、販売した事例

中古住宅を買取り、改修後に販売された事例です。
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断熱改修し、販売した事例

築30年程度で、間仕切りが多い間取りとなっています。
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断熱改修し、販売した事例

間仕切りを取り、今時の開放的なリビングに間取り変更しました。
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断熱改修し、販売した事例

断熱改修で、高性能住宅にまで建物価値を上げ販売しました。
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断熱改修し、販売した事例

新築住宅の価格より2割ほど安く、高性能な住宅の性能レベルとすることで
建物価値が上がり販売することができました。

※2020年頃のリフォーム費用です。
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ユーザー様インタビュー

LIXIL公式HPに2組のインタビュー動画を公開しています。

築38年
69.7坪

築40年
26.5坪
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お問い合わせについて

すまいの終活フェスティバル 満足度アンケートでご質問いただくか、
上記QRコードをスマホで読み取っていただくとメールが立ち上がりますので、
ご質問を記入いただき送信ください。

ご清聴ありがとうございました。
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